
ゆのまえ 議会だより

今号の写真
　町中４地点の商店街の風景です。道
路は整備されましたが店舗数は減少し
ています。
　減少の主な要因は、大型店やチェーン
店の進出と、住民の町外流出による人口減
です。また、後継者不在による廃業も増え
ています。
　町は商工会と連携し、高齢化や後継者不足
の解決に向け、事業承継などの取り組みを始め
ました。

特集１につづく・・・ 

  P2  特集１
　商工業の持続に向けた新制度を創設
  P3  特集 2
　町の健康づくりを推進
 P4  本会議
　人材活用や施設整備に注力
P8    一般質問に 6人が登壇
P15  全員協議会
P16  委員会
P18  研修・議員派遣
P19  一部事務組合
P20  住民の声

「住民に見える議会」
「住民が参加しやすい議会」   

「議会力・議員力の向上」を実現する     35No.
令和3年

8月15日発行

商工業を未来へつなぐ



特集１特集２

商工業の持続に向けた新制度を創設
事業承継サポート事業

町の健康づくりを推進
民間の企業人を活用

令和３年度から「湯前町事業承継サポート事業」を創設しました。事業承継に必要な就業期間において、
１年目に月額１０万円、２年目に８万円、３年目に６万円を支給します。町は、商工業者の計画的で確実な
事業承継を促進していきます。

令和３年６月２２日、湯前町と株式会社ルネサンスは『地域活性化起業人制度による派遣に関する協定』
を締結しました。この制度は、地方公共団体が、民間企業などの社員を一定期間受け入れ、そのノウハウ
や知見を活かし、地域独自の魅力や価値の向上などにつながる業務に従事してもらうプログラムです。 

商工事業所が抱える問題
〇個人事業主の高齢化が進み、６０歳以上の事業主が約７割と全国平均を大きく上回っている。
〇後継者不在の事業所が多く、廃業せざるを得ない状況。
〇�業種に関係なく後継者不在が見受けられ、製造業・小売業での後継者不在が特に目立っている。技術習得
が必要な業種が多く、知的財産が失われ、地域だけでなく業界に及ぼす影響も懸念される。

町の支援方針
　商工事業所の喫緊の課題である高齢化や後継者不足への解決策として、湯前町総合戦略および経営発達支
援計画に基づき、事業継続、廃業回避、スムーズな事業承継などを後押しします。
　商工会と連携し、親族内承継および第３者承継に意欲ある事業所などに対し、担い手育成と産業技術の伝
承の取り組みに対して支援します。支給期間は、最長３年です。
　なお農業後継者は、「農業後継者等支援事業」（平成２８年３月２８日施行）で対応しています。

①商工事業者数の推移

商工業者数 小規模事業者数
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②事業承継の意向

41％

38％

21％

事業承継したい 後継者がいれば継続 希望しない

※①データ：経営発達支援計画［商工会］　　　　　　　　　※②データ：アンケート結果
［調査日：平成３０年１２月、調査事業所数：１０９］

給付対象者 ・就業時の年齢が５０歳以下であり、事業承継に強い意欲を有している者
・ 湯前町経営発達支援計画に定める「事業承継計画」を策定している（または、策定する

予定の）商工事業所に就業し、将来、その事業所を承継する予定の者
・当該商工事業所での就業が主たる仕事であること
・当該商工事業所に就業してから３年以内の者
・５年以上継続して就業する意志のある者
・連帯保証人が存在すること

地域活性化起業人（旧：地域おこし企業人）事業

湯前町が抱える現状と問題
◎働き世代のスポーツ離れ
　　スポーツ実施率（週１回３０分の運動を行うか）
　　国５５．１％　県５５．５％　湯前町２７．９％　
　　　※平成２９年Ｂ＆Ｇ住民意識調査など

◎健康寿命の短さ
　本町　男性６７．１歳　女性７２．４歳
　全国　男性７２．１歳　女性７４．８歳

　※平成２８年厚生労働省データなど
◎スポーツ活動参加者、愛好家、スポーツ団体会員の減少
　　体育協会会員数
　　平成２３年度：５３７人　→令和２年度：３２５人

事業内容
　健康のまちづくりの実現に向けて、両者が協働し、働き世代を対象としたスポーツ教室、高
齢者への運動指導、地域クラブなどの体育団体と連携した児童への指導や担い手の育成など
に取り組みます。

※ 派遣元企業に対する負担金など企業人の受入に要する経費や、起業人が発案・提案した事業に要する経費などに
対し、特別交付税措置があります。

心豊かで、活力があり、
未来を創造する町

Yunomae   Town

所 属 先 教育課　社会体育係（湯前町Ｂ＆Ｇ海洋センター）

派 遣 期 間 令和３年７月１日～令和４年３月３１日（最長３年間）

派 遣 社 員

　　　　　　　　　　株式会社ルネサンス
　　　　　　　　　　大森　健宏さん

業務内容（予定） ◎生涯スポーツ振興（競技スポーツと健康づくりの振興）
◎高齢者健康教室での指導
◎小学校総合運動クラブコーチやスポーツ関係者の指導力向上
◎Ｂ＆Ｇ関連事業との連携　　　◎体育施設運営支援
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人
材
活
用
や

施
設
整
備
に
注
力

補
正
額 

２
億
４
０
２
万
円

６
月
定
例
会
は
、
７
日
か
ら
25
日

ま
で
19
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま

し
た
。
議
員
６
人
が
一
般
質
問
を

行
い
、
令
和
３
年
度
予
算
の
補

正
、
条
例
改
正
な
ど
を
審
議
し
ま

し
た
。
ま
た
、
４
月
20
日
と
５
月

26
日
に
臨
時
議
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
主
な
補
正
予
算
は
、
商
工

業
へ
の
事
業
承
継
事
業
、
地
域
活

性
化
起
業
人
事
業
、
新
た
な
住
宅

建
設
や
城
泉
寺
ト
イ
レ
な
ど
の
施

設
整
備
事
業
で
す
。

主
な
補
正
予
算

本 会 議本 会 議

　

親
族
内
承
継
お
よ
び
第
三
者
承

継
に
取
り
組
ま
れ
る
町
内
の
２
事

業
所
か
ら
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

月
額
10
万
円
の
６
ヶ
月
分
を
支
援

し
ま
す
。

（
特
集
１　

２
ペ
ー
ジ
参
照
）

（
住
民
の
声　

20
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

経
営
規
模
拡
大
に
意
欲
の
あ
る

農
家
や
新
規
就
農
者
へ
、
機
械
や

施
設
の
導
入
を
補
助
し
ま
す
。
補

助
対
象
は
９
件
で
、
内
容
は
牛
舎

の
増
設
、
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
農
業
機
械
の
購
入
な

ど
で
す
。

　

本
予
算
は
、
総
合
計
画
・
実
施

計
画
の
年
度
予
算
５
０
０
万
円
を

大
き
く
上
回
り
ま
す
。

　

町
内
35
橋
の
点
検
を
行
い
ま

す
。

橋
梁
補
修
詳
細
設
計
業
務

委
託
料　

３
９
０
万
円

　

竹
ノ
谷
橋
の
補
修
工
事
の
設
計

費
で
す
。

町
道
舗
装
修
繕
工
事

５
１
０
０
万
円

　

３
路
線（
町
道
松
原
上
車
線
、
町

道
向
田
上
辻
線
、
町
道
植
木
二
本

柿
線
）の
舗
装
修
繕
を
行
い
ま
す
。

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

の
配
分
決
定
に
よ
る
も
の
で
、

３
６
８
６
万
５
０
０
０
円
と
地
方

債
を
充
当
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
の
災
害
復

旧
に
係
る
本
町
負
担
分
で
す
。
流

さ
れ
た
橋
梁
撤
去
や
土
砂
撤
去
、

踏
切
設
備
な
ど
の
工
事
費
を
含
み

ま
す
。

　

負
担
割
合
は
、
国
費
２
分
の

１
、
県
費
４
分
の
１
、
地
元
10
市

　

今
年
度
の
用
水
路
改
修
工
事
で

国
県
補
助
金
の
内
示
が
あ
り
、
深

田
地
区
の
排
水
路
を
改
修
し
ま

す
。

　

国
庫
補
助
金
、
県
補
助
金
あ
わ

せ
て
69
％
分
、
受
益
者
分
担
金

10
％
分
な
ど
を
充
当
し
ま
す
。

　

三
大
都
市
圏
に
所
在
す
る
民
間

企
業
の
社
員
１
人
を
派
遣
し
て
い

た
だ
き
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予

防
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
い
っ
た
場

面
に
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入

れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で

す
。
３
年
間
の
派
遣
期
間
の
う

ち
、
令
和
３
年
度
分
の
給
与
な
ど

人
件
費
分
を
派
遣
元
へ
支
払
う
負

担
金
で
す
。
財
源
は
、
特
別
交
付

税
４
２
０
万
円
で
す
。

　
（
特
集
２　

３
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

町
内
商
工
事
業
所
の
販
路
開
拓

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
も
の

で
、
１
事
業
者
か
ら
申
請
が
あ
り

ま
し
た
。
国
補
助
金
の
残
り
３
分

の
１（
自
己
負
担
分
）の
う
ち
、
２

分
の
１
を
町
が
補
助
し
ま
す
。

商
工
業
へ
の
補
助
事
業

湯
前
町
事
業
承
継
サ
ポ
ー

ト
事
業
補
助
金 １

２
０
万
円

積
極
的
な
農
業
投
資

農
業
機
械
・
施
設
導
入
支

援
補
助
金

１
４
８
６
万
５
０
０
０
円

町
道
と
橋
梁
の
整
備

橋
梁
点
検
業
務
委
託
料

 

８
２
０
万
円

部
分
運
行
に
向
け
た
準
備

く
ま
川
鉄
道
経
営
安
定
化

補
助
金
（
災
害
復
旧
費
）

　

７
９
２
万
１
０
０
０
円

深
田
２
地
区
排
水
路
改
修

工
事
測
量
設
計
業
務
委
託

料　
　
　
　

８
０
０
万
円

城
泉
寺
ト
イ
レ
建
設
に

着
手

整
備
工
事
関
連

１
３
０
０
万
円

民
間
力
で
健
康
づ
く
り

を
推
進

地
域
活
性
化
起
業
人（
旧
地

域
お
こ
し
企
業
人
）負
担
金

５
５
０
万
３
０
０
０
円

湯
前
町
小
規
模
事
業
者
持

続
化
補
助
金

１
２
万
５
０
０
０
円

６
月
一
般
会
計
補
正
予
算

駐車場の北側（写真右側）にトイレを新築

　

城
泉
寺
ト
イ
レ
を
新
築
し
ま

す
。（
完
成
は
10
月
末
の
予
定
）

町
村
４
分
の
１
で
、
本
町
負
担
金

は
７
９
２
万
１
０
０
０
円
で
す
。

　

財
源
は
、
補
助
災
害
復
旧
事
業

債（
地
方
債
）を
借
り
入
れ
、
元
利

償
還
金
の
95
％
が
普
通
交
付
税
措

置
さ
れ
ま
す
。

　

湯
前
駅
前
の
元
Ｊ
Ｒ
用
地
に
、

令
和
４
年
度
か
ら
２
戸
ず
つ
全
６

戸
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。　

地
域
優
良
賃
貸
住
宅
整
備

事
業
設
計
業
務
委
託
料

８
０
０
万
円

若
者
世
帯
向
け
６
戸
を

建
設

建設イメージ（未確定）

　

財
源
に
は
、
水
力
発
電
所
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
係
る
地
元
振
興
支

援
事
業
交
付
金
１
０
０
０
万
円
を

充
当
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
住

宅
建
設
の
設
計
を
行
い
ま
す
。
設

計
業
務
の
財
源
に
は
、
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
２
１
３
万
２
０

０
０
円
を
充
当
し
ま
す
。
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主
な
条
例
改
正

議　　　　案

吉
田  

精
二

西
　  

靖
邦

遠
坂  

道
太

椎
葉  

弘
樹

森
山
　  

宏

黒
木  

龍
次

味
岡
　  

恭

金
子  

光
喜

山
下  

　
力

倉
本  

　
豊

審議結果

（賛成：反対）

湯前町国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９�:�０）

湯前町国民健康保険税条例の一部を改正する
条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９�:�０）

令和３年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９�:�０）

令和３年度水道事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９�:�０）

議会改革調査特別委員会の設置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９�:�０）

上記以外の議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９�:�０）

○：賛成　×：反対　－：採決なし（議長は採決に加わりません）　

議案審議など　賛否一覧

本 会 議本 会 議

議
会
改
革
を
継
続

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員

会
の
設
置

そ
の
他
の
議
案

　

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
補
助
金
２
９
９

万
９
０
０
０
円
を
活
用
し
、
本
町

出
身
の
風
刺
漫
画
家
・
那
須
良
輔

氏
を
偉
人
マ
ン
ガ
と
し
て
制
作

し
ま
す
。
制
作
業
務
委
託
料
は

３
９
９
万
３
０
０
０
円
で
す
。

　

小
中
学
校
の
子
ど
も
達
へ
配
布

し
、
学
習
教
材
と
し
て
活
用
し
ま

す
。

　

企
画
構
成
な
ど
を
行
う
有
識
者

へ
の
謝
金
51
万
９
０
０
０
円
の
ほ

か
、
那
須
先
生
親
族
様
の
訪
問
旅

費
、
風
刺
漫
画
審
査
員
の
取
材
旅

費
な
ど
を
含
み
ま
す
。

　

本
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
平
成

28
年
、
平
成
31
年
の
２
度
に
わ
た

り
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

町
民
に
信
頼
さ
れ
町
民
の
付
託
に

応
え
ら
れ
る
真
の
議
会
の
実
現
を

目
指
し
、
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
方
議
会
を
取
り
巻

く
環
境
は
日
々
変
化
し
、
更
な
る

対
応
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
議
会

改
革
に
関
す
る
調
査
を
引
き
続
き

行
い
ま
す
。

◎
委
員
長　

金
子
光
喜
議
員

◎
副
委
員
長　

黒
木
龍
次
議
員

◎�

委
員　

倉
本
議
長
を
除
く
９
人

の
議
員

　

今
回
の
改
正
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
被
保
険
者
な
ど
に
係
る
傷
病
手

当
金
の
適
用
期
間
に
関
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
適
用
期
間
が
延
長
さ
れ
る

た
び
に
本
条
例
の
改
正
が
必
要
で
あ
っ
た
た

め
、
今
回
、
他
町
村
の
条
例
と
同
様
に
、
規

則
で
こ
れ
を
定
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
収
入
が
減
少
し
た
被
保

険
者
な
ど
の
国
民
健
康
保
険
税
を
減
免
す
る

も
の
で
す
。

　

令
和
２
年
度
ま
で
の
限
定
措
置
に
令
和
３

年
度
を
追
加
し
、
納
期
限
を
延
長
し
ま
す
。

那
須
良
輔
氏
の
偉
業
を

マ
ン
ガ
化

偉
人
マ
ン
ガ
制
作　

４
７
２
万
円

コ
ロ
ナ
関
連
の
条
例
改
正

湯
前
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改

正湯
前
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

改
正

コロナ関連の予算工事請負契約の締結

主なコロナ関連事業 金　　額

感染防止設備等導入補助金 ６００万円

子育て世帯生活支援特別給付金 ３３９万４０００円

町内宿泊施設支援事業 ２１０万円

飲食店等従業員ＰＣＲ検査受検促進補助金 １８０万円

営業時間短縮要請協力金に係る市町村負担金 １２１万７０００円

無人車中泊サービス提供施設整備事業 ４７０万円

①湯楽里 ②湯前駅前 車中泊紹介ビデオ

湯前小学校外部改修工事 蓑谷ため池災害復旧工事

契 約 の 金 額 ９１３０万円 ８３８２万円
契 約 者 株式会社速永工務店 味岡建設株式会社
完 成 工 期 令和３年１０月２９日 令和４年３月２５日

蓑谷ため池災害復旧工事改修工事が始まった小学校



町有地の有効利用

第６次総合計画の中に
位置づけている

問

答
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一般質問に６人が登壇
執行部の考えを質す

６月定例会の一般質問では、議員６人が執行部の考えを質しました。今回の一般質問も、新型コロ
ナウイルスの議会対応により自席から行いました。

議会傍聴は、受付で名前を書けば、どなたでも入場できます。議会傍聴により、執行
部と議員の緊張感が高まり、質疑や答弁のレベル向上が期待できます。お誘いあわせ
の上、ぜひご来場ください。

質問者（登壇順） 質　問　項　目 ページ

遠坂　道太 ①利用されていない町有地の有効利用
②町民が安心して生活できる生活道路の整備 9

椎葉　弘樹
① インターネット接続サービスの民営化と地デジ難

視聴世帯の対応　
②新たな防災行政情報システムの導入

10

西　　靖邦 ① 公共施設のトイレ及びその他（ユニバーサルデザ
インなどの観点から） 11

黒木　龍次 ①昨年の災害発生後の復旧状況 12

味岡　　恭 ①介護予防・健康づくり運動による健康寿命の延伸 13

吉田　精二 ①安心安全なまちづくり 14

　一般質問は、これまでＩＰ告知端末
放送（２チャンネル）とＹｏｕＴｕｂｅ動
画による録画配信を行っています。こ
れに加えてＹｏｕＴｕｂｅのライブ配信
（生放送）も視聴できるようになりまし
た。パソコンやスマートフォン、タブレッ
ト端末から視聴できます。

一般質問のＹｏｕＴｕｂｅライブ配信（生放送）を行っています。

過去の録画は、湯前町議会ホームページ ( ＨＰ ) からも視聴できます。

議会の傍聴

一 般 質 問

◎ご自宅のＩＰ告知放送

　（２チャンネル）　

◎ＹｏｕＴｕｂｅ動画

　（「湯前町オフィシャル」で検索）

町ＨＰ　＞　湯前町議会　＞　議会インターネット中継
https://www.town.yunomae.lg.jp/gikai/list00558.html　

遠坂 道太 議員

録画中継

要
旨　

現
在
利
用
目
的
が
定
ま
っ
て

い
な
い
土
地
は
。

答
弁　

ほ
と
ん
ど
の
土
地
は
利
用
さ

れ
て
い
る
が
、過
去
に
土
地
開
発
基

金
で
購
入
し
た
Ｂ
＆
Ｇ
の
体
育
館
裏

の
土
地
は
、当
初
弓
道
場
の
予
定
で

購
入
し
た
が
、現
在
も
活
用
方
法
が

定
ま
っ
て
い
な
い
状
況
。

要
旨　

土
地
の
利
用
計
画
は
。

ま
た
、個
別
の
土
地
利
用
計
画
は
。

答
弁　

土
地
の
利
用
計
画
は
、第
６

次
総
合
計
画
の
中
に
位
置
づ
け
て
い

る
。

　

個
別
の
利
用
計
画
は
、今
度
、農
業

公
社
の
事
務
所
を
畜
産
セ
ン
タ
ー
に

移
転
す
る
計
画
を
し
て
い
る
。
後
の

土
地
や
事
務
所
な
ど
は
、今
後
公
募

を
行
っ
て
貸
し
出
す
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

　

旧
南
部
保
育
所
は
、今
後
解
体
し

た
後
、地
区
の
駐
車
場
を
考
え
て
い

る
。

要
旨　

宅
地
分
譲
の
整
備
は
。

答
弁　

未
活
用
の
町
有
地
を
分
譲
地

と
し
て
計
画
、整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、個
人
住
宅
の
新
築
を
促
進
。
ま

た
総
合
戦
略
に
お
い
て
、若
い
世
代

の
住
環
境
整
備
、宅
地
分
譲
地
の
整

備
事
業
が
で
き
な
い
か
捉
え
て
い
る

と
こ
ろ
。

　

移
住
定
住
と
い
う
か
た
ち
で
こ
れ

か
ら
計
画
を
し
て
い
く
。

一 般 質 問

要
旨　

現
在
、
各
地
区
よ
り
生
活

道
路
の
補
修
要
望
が
あ
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
対
処

し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

各
地
区
か
ら
、
15
箇
所
ほ

解体後は駐車場に計画されている旧南部保育所

舗装状態が悪い町道古城線

移転を計画している農業公社事務所

生
活
道
路
の
整
備

安
心
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う

整
備
し
て
い
く

問答

ど
要
望
が
上
が
っ
て
い
る
。
町
道

古
城
線
は
、
舗
装
状
態
が
悪
い
と

い
う
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
予

算
次
第
で
、
来
年
度
以
降
か
ら
計

画
的
に
実
施
を
考
え
て
い
る
。



要
旨　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

サ
ー
ビ
ス
の
民
営
化
対
応
は
。

答
弁　

職
員
の
保
守
対
応
が
年
々

増
加
し
て
お
り
、
行
政
事
務
の
調

整
に
苦
慮
し
て
い
る
。湯
前
光
メ
ー

ル
は
、
生
活
や
仕
事
に
影
響
が
あ

る
た
め
、
事
前
に
調
査
し
た
い
。

　

令
和
６
年
度
末
を
待
た
ず
、
早

め
の
事
業
着
手
、
運
用
開
始
を
し

た
い
。
住
民
負
担
の
一
部
を
町
が

支
援
す
る
件
は
、
財
源
的
な
課
題

は
あ
る
が
善
処
し
た
い
。
民
営
化

方
針
の
提
示
は
、
詳
し
い
個
別
方

針
な
ど
、
も
う
少
し
煮
詰
め
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
時
期
も
含
め
て

椎葉 弘樹 議員

録画中継

考
慮
し
た
い
。

要
旨　

地
デ
ジ
難
視
聴
世
帯
の
対

応
は
。

答
弁　

難
視
聴
世
帯
の
既
存
設
備

は
、
令
和
６
年
度
末
ま
で
は
使
用

し
、
そ
れ
以
降
は
新
方
式
を
で
き

る
だ
け
早
く
進
め
た
い
。

　

新
方
式
に
よ
る
住
民
負
担
の
支

援
は
、
設
備
投
資
や
運
用
コ
ス
ト

も
含
め
て
調
査
す
る
。
地
デ
ジ
の

難
視
聴
世
帯
の
方
針
提
示
は
早
め

に
対
応
し
た
い
が
、
職
員
の
マ
ン

パ
ワ
ー
が
非
常
に
不
足
し
て
い

る
。

要
旨　

Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
端
末
か
ら

新
た
な
受
信
端
末
へ
の
移
行
は
。

答
弁　

Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
端
末
が
あ

る
う
ち
に
専
用
個
別
受
信
端
末
と

ア
プ
リ
の
導
入
を
、
い
ま
具
体
的

に
検
討
中
。

　

新
た
な
防
災
行
政
情
報
シ
ス
テ

ム
の
前
倒
し
導
入
は
、
防
災
情
報

の
重
要
性
、
伝
達
手
段
の
強
靭
性

を
強
く
感
じ
て
い
る
。
優
位
な
補

助
事
業
や
地
方
債
、
交
付
税
措
置

の
有
利
な
メ
ニ
ュ
ー
を
選
び
、
事

業
を
早
く
や
っ
て
い
き
た
い
。

新
た
な
防
災
行
政
情
報
シ
ス

テ
ム
の
導
入

優
先
度
は
高
い

問答

製
造
中
止
に
な
る
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送

端
末
（
導
入
か
ら
10
年
経
過
・
停

電
時
に
使
え
な
い
）

要
旨　

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
対
応

は
。

答
弁　

柱
は
30
数
年
を
経
過
し
て

お
り
、
全
く
問
題
な
い
と
は
言
い

切
れ
な
い
。
近
年
の
災
害
状
況
よ

り
、
蓄
電
池
に
よ
る
停
電
対
策
の

必
要
性
は
考
え
て
い
る
。
優
先
順

位
は
か
な
り
高
い
た
め
、
早
め
の

整
備
が
必
要
。

要
旨　

庁
舎
の
多
目
的
ト
イ
レ
な

ど
、
快
適
な
ト
イ
レ
空
間
設
置
の

考
え
は
。

答
弁　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
の
考
え
方

で
、
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
は
、

と
て
も
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て

い
る
。

　

障
が
い
者
の
方
、高
齢
者
の
方
、

妊
婦
の
方
な
ど
、
ト
イ
レ
は
誰
に

西  靖邦 議員

録画中継

ト
イ
レ
な
ど
公
共
施
設
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
空
間
整
備

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
整
備
を
検
討

問答

と
っ
て
も
生
活
の
中
で
不
可
欠
な

設
備
で
あ
る
。

　

男
女
ト
イ
レ
を
含
め
多
目
的
ト

イ
レ
を
併
設
し
た
空
間
を
、
庁
舎

内
外
に
整
備
す
る
考
え
で
検
討
を

進
め
た
い
。
ま
た
整
備
費
の
財
源

（
有
利
な
国
県
の
交
付
金
や
起
債

事
業
の
支
援
施
策
）も
併
せ
て
調

査
し
た
い
。

要
旨　

各
公
共
施
設
玄
関
の
動
作

補
助
手
す
り
、
椅
子
な
ど
の
設
置

の
考
え
は
。

答
弁　

改
善
セ
ン
タ
ー
、
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
、中
央
公
民
館
は
、

大
小
の
違
い
は
あ
る
が
ベ
ン
チ
は

設
置
し
て
い
る
。

　

施
設
ご
と
に
建
築
士
な
ど
と
相

談
を
し
な
が
ら
、
安
全
に
施
設
を

利
用
い
た
だ
く
観
点
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

要
旨
　
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
、

動
作
補
助
手
す
り
を
設
置
す
る
考

え
は
。

答
弁　

学
校
側
と
の
協
議
に
て
小

中
学
校
と
も
現
況
困
っ
て
い
な
く

問
題
な
い
と
の
回
答
。

要
旨　

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
、

擬
音
装
置
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
弁　

学
校
側
と
の
協
議
に
て
小

中
学
校
と
も
擬
音
装
置
は
、
必
要

な
い
と
の
回
答
。

　

動
作
補
助
手
す
り
や
擬
音
装
置

の
設
置
は
、
学
校
側
と
今
一
度
協

議
し
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、

今
後
検
討
す
る
方
向
で
進
み
た

い
。

要
旨　

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
は
、

便
器
の
洋
式
化
を
拡
充
す
べ
き
で

は
。

答
弁　

４
割
は
洋
式
化
さ
れ
て
お

り
、
現
状
は
困
っ
て
い
な
い
。

　

洋
式
化
の
費
用
の
問
題
、
学
校

生
活
の
快
適
さ
な
ど
を
勘
案
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

動
作
補
助
手
す
り
が
な
い
公
共
施
設

の
玄
関

多目的（バリアフリー）トイレになって
いない庁舎
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一 般 質 問

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
の

民
営
化
と
地
デ
ジ
難
視
聴
世
帯
の
対
応

早
め
に
着
手
し
た
い
が
課
題
は
財
源

問答

一 般 質 問

老
朽
化
し
た
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

（
停
電
時
に
使
え
な
い
）



味岡  恭 議員

録画中継

要
旨　

い
き
い
き
百
歳
体
操
の
現

在
の
活
動
状
況
は
。

答
弁　

21
の
行
政
区
、
ほ
か
に
も

保
健
セ
ン
タ
ー
の
『
い
き
い
き
火

曜
ク
ラ
ブ
』、
古
城
区
の
『
ご
え

ん
カ
フ
ェ
』で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

要
旨　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
、
小

中
学
生
の
体
力
面
・
精
神
面
へ
の

影
響
は
。 介

護
予
防
・
健
康
づ
く
り
運
動

に
よ
る
健
康
寿
命
の
延
伸

若
年
層
か
ら
高
齢
者
ま
で
の

取
り
組
み
を
推
進

問答

答
弁　

体
力
テ
ス
ト
の
結
果
で

は
、
小
学
校
は
全
種
目
の
41
％
、

中
学
校
は
54
％
が
全
国
平
均
を

オ
ー
バ
ー
し
て
お
り
、
体
力
面
の

低
下
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
精
神
面
で
は
、
中
学
校
に
心

の
教
室
相
談
員
を
配
置
し
て
い
る

が
、
相
談
も
な
く
大
き
な
影
響
は

な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

要
旨　

健
康
寿
命
延
伸
の
取
り
組

み
は
。

答
弁　

高
齢
者
の
介
護
予
防
、
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
、
互
い
に
支

え
あ
う
地
域
社
会
の
実
現
に
努
め

た
い
。
ま
た
、
若
年
層
の
健
康
づ

く
り
の
意
識
向
上
を
図
る
た
め

に
、
新
た
に
若
年
層
の
検
診
を
予

算
化
し
た
。

要
旨　

地
域
活
性
化
起
業
人
事
業

の
活
用
は
。

答
弁　

６
月
22
日
に
株
式
会
社
ル

ネ
サ
ン
ス
と
の
協
定
を
締
結
し

た
。町
が
抱
え
る
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
、

健
康
寿
命
の
延
伸
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
の
活
性
化
な
ど
の
課
題
を
解
消

す
る
た
め
、
民
間
企
業
と
の
協
働

に
よ
り
地
域
課
題
解
決
に
つ
な
が

れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

関
連
質
問
　
椎
葉
議
員

　

い
き
い
き
百
歳
体
操
の
活
動
状

況
を
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
情
報
発
信
す
れ
ば
、
健
康
寿
命

の
延
伸
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

答
弁　

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
の

手
段
で
、
町
民
に
知
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

いきいき百歳体操で介護予防に取り組もう

関
連
質
問
　
森
山
議
員

　

若
年
層
の
検
診
は
単
年
度
か
、

継
続
し
て
や
っ
て
い
く
事
業
な
の

か
。

答
弁　

継
続
し
て
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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一 般 質 問一 般 質 問

昨年の災害発生後
の復旧状況

工事本数が多く入札
不調も出ている

問

答
黒木  龍次 議員

録画中継

要
旨　

農
地
お
よ
び
用
水
路
の
復

旧
状
況

答
弁　

農
地
は
30
箇
所
、内
18
箇

所
が
竣
工
済
み
、工
事
の
時
期
を

延
ば
し
た
も
の
５
箇
所
、入
札
準

備
中
７
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

用
水
路
を
含
む
農
業
用
施
設
は

14
箇
所
、内
３
箇
所
が
竣
工
済
み
、

３
箇
所
契
約
締
結
、８
箇
所
入
札

準
備
中
。
大
溝
の
土
砂
撤
去
は
今

後
検
討
し
、堰
の
修
復
は
県
と
協

議
し
た
い
。

　

水
稲
の
作
付
け
を
優
先
す
る
考

え
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

要
旨　

河
川
の
土
砂
撤
去
並
び
に

災
害
箇
所
の
復
旧
状
況
。

答
弁　

町
で
発
注
す
る
分
が
４
河

川
10
箇
所
、内
５
箇
所
契
約
、４
箇

所
不
調
、１
箇
所
は
入
札
準
備
中
。

県
の
分
が
３
河
川
８
箇
所
、内
６

箇
所
契
約
、１
箇
所
不
調
、１
箇
所

入
札
準
備
中
。　
　

　

工
事
の
多
く
は
梅
雨
明
け
以
降

に
着
手
さ
れ
る
。

要
旨　

山
間
部
の
土
砂
災
害
の
工

事
発
注
状
況
、切
り
捨
て
間
伐
お

よ
び
伐
採
時
の
作
業
道
。

答
弁　

町
有
林
を
含
む
私
有
林
の

山
腹
崩
壊
な
ど
の
被
災
は
、国
・
県

の
負
担
で
県
が
実
施
、国
庫
補
助

対
象
外
で
必
要
と
思
わ
れ
る
荒
廃

地
の
復
旧
は
、県
の
補
助
を
受
け

町
が
治
山
事
業
と
し
て
行
う
。

　

切
り
捨
て
間
伐
や
作
業
道
の
管

理
は
、「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
球
磨
の

森
づ
く
り
ル
ー
ル（
行
動
規
範
）」

が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、森

林
環
境
保
全
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行

わ
れ
て
お
り
、防
災
面
も
配
慮
を

行
っ
て
い
る
。

猪
鹿
倉
山
農
地(

復
旧
工
事
後)

永
岡
地
区（
復
旧
工
事
後
）

蓑
谷
た
め
池
に
大
量
に
流
れ
込
ん
だ

土
砂

要
旨　

た
め
池
の
土
砂
撤
去
お
よ

び
廃
土
先
の
整
備
状
況
と
農
振
除

外
地
の
活
用
を
積
極
的
に
す
べ
き

で
は
。

答
弁　

蓑
谷
た
め
池
の
堆
積
土
砂

は
３
万
８
９
０
０
㎥
。
廃
土
先
と

し
て
町
有
林
を
予
定
し
て
い
る
が

全
量
は
難
し
く
、耕
作
放
棄
地
に

な
っ
て
い
る
農
地
の
所
有
者
に
相

談
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

関
連
質
問
　
西
議
員

　

作
業
道
の
雨
水
対
策
は
。

答
弁　

町
有
林
の
場
合
、法
面
の

ほ
う
に
勾
配
を
つ
け
ず
、水
が
溜

ま
る
と
こ
ろ
に
は
横
断
溝
的
な
も

の
を
つ
け
て
い
る
。

関
連
質
問
　
椎
葉
議
員

　

不
調
と
な
っ
た
入
札
の
今
後
の

見
込
み
は
。

答
弁　

設
計
の
見
直
し
、時
期
の

見
直
し
な
ど
を
検
討
し
、年
度
内

に
復
旧
で
き
る
よ
う
対
応
し
た

い
。



安心安全なまちづくり

現制度を分析し今後の制度を
設計する

問

答

吉田 精二 議員

録画中継

要
旨　

70
歳
以
上
は
、免
許
取
得

者
で
も
交
付
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

例
外
的
に
心
身
な
ど
の
状

況
で
運
転
で
き
な
い
方
は
利
用
が

可
能
で
あ
る
の
で
、現
行
の
65
歳

以
上
で
免
許
を
持
た
な
い
方
を
基

本
と
し
て
対
応
し
た
い
。
運
転
が

不
安
に
感
じ
て
い
る
方
は
、免
許

証
を
返
納
の
上
、こ
ち
ら
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
す

る
。

要
旨　

タ
ク
シ
ー
券（
最
大
２
冊
）

を
３
冊
に
増
や
す
考
え
は
。

答
弁　

昨
年
度
の
実
績
に
お
い
て

全
て
使
い
切
っ
た
方
の
利
用
状
況

を
調
査
し
た
結
果
、
月
ご
と
の
利

用
は
特
に
不
足
し
て
い
る
状
況
に

は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
補
助
単

価
は
、
現
制
度
が
令
和
元
年
か
ら

始
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
を
分
析
し
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
て
、
制
度
を
検
討
し
た

い
。

要
旨　

民
間
経
営
の
移
動
販
売
に

対
す
る
助
成
は
。

答
弁　

現
在
移
動
販
売
を
行
っ
て

い
る「
Ａ
コ
ー
プ
く
ま
」へ
の
財
政

支
援
は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

国
の
制
度
な
ど
も
調
査
し
、合
致

す
る
も
の
が
あ
れ
ば
検
討
し
た

い
。
関
係
者
で
定
期
的
に
意
見
交

換
を
行
い
、販
売
ル
ー
ト
や
場
所

な
ど
の
情
報
提
供
を
し
て
い
け
れ

ば
と
思
う
。

要
旨　

道
路
里
親
制
度（
仮
称
）を

検
討
し
て
は
。

答
弁　

現
在
は
住
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
り
保
持
さ
れ
て
い
る

部
分
を
、管
理
契
約
と
い
う
形
を

と
る
こ
と
で
、住
民
へ
の
負
担
が

生
じ
る
の
で
は
な
い
か
。
道
路
管

理
は
、職
員
に
よ
る
監
視
の
強
化

に
加
え
て
、住
民
の
皆
様
の
ご
協

力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、今
後

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

タ
ク
シ
ー
券
を
利
用
す
る
住
民

移
動
販
売
の
様
子

道
路
沿
い
を
き
れ
い
に
す
る
住
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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（本躰）
①�全体に経年のホコリが付着。
②��像の各所で彩色層の浮き上がりや剥がれ落ち
が進行中。

③��各継ぎ目に緩みや隙間が生じ、継ぎ目の鎹（カ
スガイ）が錆びている。

④��継ぎ目に施された後補の古色が変色し、尊容
を害している。

⑤�像内に虫蝕がみられる。
⑥��背板などの後補材が稚拙で尊容を害している。

（台座）
①�畳座天板の右方と後方両角に欠失。
②��像に比べて台座が大きく、転用の可能性があ
る。漆箔や彩色が浮き上がっている。

全 員 協 議 会

全員協議会 4月20日、　5月15日　
5月26日、　6月7日

主 な 協 議 事 項

下里御大師堂
木造弘法大師坐像の修理事業 
熊本県指定重要文化財の修理

損傷状況 

　木造弘法大師坐像は県指定重要文化財であり、応永7�年（１４００年）に太宰府の山井弘成が願主と
なり、仏師祐全に造立させたものです。
　檜材の寄木造で、右手に五鈷（いこ）をとり、左手に念珠を持つ典型的な像です。本像は造立年代
も古く、秀作として知られています。
　所有者（管理者）である下里地区より修理要望があり、熊本県文化財保存事業などを活用して修理
を計画しています。修理場所は、京都国立博物館文化財保存修理所内の予定です。
　総事業費約３５０万円で、財源は県補助金１７５万円および公益財団法人文化財保護・芸術研究
助成団の助成金３０万円などです。課題は、残りの事業費を下里地区と町でどのように負担するか
です。

経年損傷した弘法大師様（本躰）と台座

一 般 質 問
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委 員 会委 員 会

次の所管事務を調査しました。
◎湯前町デジタルミュージアム構想
◎町税などの収納状況
◎マイナンバーの現状と課題

委 員 長 椎葉 弘樹

副委員長 吉田 精二

委　　員 倉本 豊、黒木 龍次、西 靖邦

5 月 13 日、6 月 10 日

委 員 長 遠坂 道太

副委員長 味岡　恭

委　　員 山下 力、金子 光喜、森山 宏

5月11日、6月10日

総務厚生文教常任委員会企画経済建設常任委員会

次の所管事務を調査しました。
◎建設水道課所管の災害復旧事業
◎令和２年７月豪雨災害に係る農業関係の復旧状況

デジタルミュージアム構想で文化財の新たな活用
アーカイブ化事業

被災箇所を視察
河川や道路の復旧状況を調査

目　的 背　景
　本町に現存する幾多の文化財や、後世へ継承す
べき無形文化財をデジタル化し保存することで、
町民はもとより世界中へ発信します。

　有形文化財は、時とともに風化します。本町に
は収蔵品を展示・保管する施設がなく、保存の過
程で劣化していく可能性があります。無形文化財
「東方組太鼓踊り」「浅鹿野棒踊り」は、少子高齢化
で継承者がいなくなれば消滅してしまいます。

事業内容 委員会調査での主な課題
　国は、文化遺産などのデジタルアーカイブ化を
進めており、本町もこれを推進します。

　デジタルアーカイブとは
　�有形・無形の文化財をデジタル情報として記録
し、劣化なく永久保存するとともに、ネットワー
クなどを用いて提供すること。

〇東方組太鼓踊りの採譜作業
〇まんが美術館等活用計画の見直し(改定)
〇�那須良輔風刺漫画大賞の応募作品や入選作品の
デジタル化と活用

〇デジタルデータを活用できる人材の確保
〇ＶＲ・３Ｄ画像の導入
〇デジタル加工ができる人材の育成
〇有形文化財における工事記録のデジタル化

那須良輔氏の作品などをデジタル化する前に整理した美術館倉庫 

猪鹿倉横谷線の被災箇所 蓑谷川の被災箇所

完了した町道蓑谷線の災害復旧工事
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上球磨消防組合議会

人吉球磨広域行政組合議会

一 部 事 務 組 合 研 修 ・ 議 員 派 遣

新任議員が８施設を視察
住民生活を支える施設の研修
　人吉球磨広域行政組合の新任議員を対象にした管内施設研修が、７月８日に行われました。
　湯前町、あさぎり町、相良村の新任議員８人と議長および組合職員４人が参加しました。

水難救助車を導入
水の事故や災害に備える
　４月２７日の臨時会で、水難救助車購入の契約締結を議決しました。水難救助車は、川の事故や
洪水災害などが起きたときに出動し、救助隊員の活動を支えます。

その他
　５月１日から、中嶽水上村長が新組合長に就任しました。（前任：吉瀬多良木町長）�

研　修

クリーンプラザでの研修の様子 被災で多くの設備を入れ替えたアクアパーク

＜広域行政議員　椎葉・西＞

＜上球磨消防議員　森山＞

水難救助車の完成イメージ

６月２９日

全国町村議会議長会

令和３年度議長・副議長研修会
〜オンライン開催〜

テ ー マ 講　　師
町村議会の役割と課題　～あるべき姿を求めて～ 江藤  俊昭　氏

大正大学社会共生学部公共政策学科教授

議会におけるハラスメント 太田  雅幸　氏
弁護士

自治体ＤＸと議会デジタル化
※ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）とは？
　�進化したデジタル技術を浸透させることで人々の生活を
より良いものへと変革すること

廣川  聡美　氏
関東学院大学法学部地域創生学科講師

　全国町村議会議長会主催による議長・副議長研修会が、コロナ対策として、初のオンラインで開催さ
れました。本町役場応接室を会場に使い、倉本議長・金子副議長のほか、受講を希望した３人の議員(黒
木、椎葉、吉田)が約４時間にわたり、用意された大画面モニターを見ながら受講しました。

オンライン研修の様子

研修ルート

人吉球磨クリーンプラザ　→　水上葬斎場　→　免田葬斎場　→　
免田リサイクルステーション　→　免田中継層（し尿・汚泥）　→　深田最終処分場　→　
人吉葬斎場　→　汚泥再生処理センター（アクアパーク）



湯前町議会のホームページもご覧ください。湯前町議会

「住民の声」にご協力いただける方は、議会事務局までお電話下さい。☎0966-43-4111(内線261)

年４回にわたり、特集ページに関するテーマを設定し、住民の皆
様からご意見をいただきます。

事業承継インタビュー①テーマ

事業承継インタビュー②テーマ

◆議会広報調査特別委員会
　私たちが編集しました。　
　委 員 長　森山　宏　　　副委員長　西　靖邦　
　委　　員　金子　光喜　　椎葉　弘樹
　　　　　　遠坂　道太　　吉田　精二

▼令和２年７年豪雨災害から１年が過ぎました。各所
で復旧工事が行われていますが、急ピッチで工事をさ

れている業者さんや役場担当の皆さんのご奮闘に敬意

を表します。

▼新型コロナウイルスワクチンの接種は強制ではあり
ません。その効果と副反応のリスクを理解した上で、

自らの意思で接種を受けることになります。接種を強

制したり、接種を受けていない人に差別的な扱いをし

たりすることがないよう、お互いに気を付けましょう。

（遠坂）

■
発

　
行

／
湯

前
町

議
会

 
■

発
行

／
議

会
広

報
調

査
特

別
委

員
会

■
発

行
日

／
令

和
3年

8月
15日

 
■

印
刷

／（
有

）ソ
ー

ゴ
ー

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

ス
ゆ
の
ま
え
議
会
だ
よ
り

〇まずは御社の事業内容は
　球磨焼酎「極楽」の醸造元です。事業内容は焼酎醸造に加え、
地元を大事にしつつ、フランスなどの海外にも販路を展開するな
ど、世界に視野を向けた取り組みもしています。
○会社を継ぎたいと考えた理由は
　最初は正直「後継者」という使命感だけでした。ですが上京して東京農大でお酒を
学び、お店などで様々なお酒に出会い、うちの焼酎を「美味しい」と言ってくれる人
たちの声を聞いていくうちに、自分も醸造元として「挑戦したい」という気持ちにな
りました。
○仕事に関する夢は
　夢は極楽を世界一「愛される」焼酎にすることです。愛され方には色々なカタチが
ありますが、地元をはじめ、世界中の多くの人に「美味しい」と言ってもらえるように、
まずは手の届く所からどんどん挑戦していきます！

〇まずは御社の事業内容は
　電気、水道、トイレのトラブルなど幅広く対応しています。お気軽にご相談ください。
○事業承継（後継者）となったきっかけは
　電気や水道などのライフラインが途絶えると、不便であり不安な気持ちになります。
災害による被害や急なトラブルにより使用できなくなったとき、速やかに対処する場
面に遭遇し感銘を受けました。安全・安心な暮らしには、電気・水道は欠かせないも
のです。やりがいをもってできる仕事と感じ今に至っています。
○仕事に関する夢は
　今はまだ経験も浅く、仕事を覚えることに精一杯で、社長からいろんなことを指導
いただいています。これからは資格取得や経験を重ね、社長のように、どんな状況・
内容でも対応できるようになりたいと考えています。

有限会社林酒造場
林　浩平さん

㈲ 深水電気工事
鶴田　正典さん

連 載 シ リ ー ズ


